
川
善
蔵
の
六
名
な
り
 

村

社
三
柱

神
社
 

大
字
川
倉
字
林
下
に
あ
り
境
内
二
反
五
畝
歩
延
責
年
中
の
再
建
に
し

て

三
柱
檀
現
と
構
せ
し

か
明
治
四
年
三
柱
神
社
と
改
構
し
同
九
年
村
社
に
列

す
祭
神
は
大
図
主
命
、
水
波
女
命
、
大
山
祇
命
、
な
り
勘
請
年
月
詳
か
な

ら
ず
 

明
治
四
十

二
年
本
殿
及
拝
殿
に
修
繕
を
加
ふ
氏
子
百
十
戸
例
祭
日
は
毎

年
四
月
十
二
日
に
し

て
現
時
氏
子
総
代
人
は
中
谷
子
之
助
泉
谷
槽
之
丞
泉

谷
丑
太
郎
其
田
大
八
の
四
名
な
り
 

金

木
山

壬
武祥
寺
 

金
木
村
大
字
金
木
字
朝
日
山
四
百
三
十
三
番
地
の
一
銃
に
あ
り
境
内
一
一

反
一
畝
二
十
四
歩
曹
洞
宗
弘
前
市
長
勝
寺
の

末
寺
に
し
て
正
保
二
年
の
創

立
な
り
開
山
は
聖
岩
和
尚
に
し
て
現
住
職
一
戸
大
定
に
至
る
迄
二
十
世
檀

家
七
百
二
十
戸
檀

家
惣
代
人
 

大
橋
友
三
郎
 
蝦

名
元
太
郎
 
村
田

恭
太
郎
 

其
田
 
大
八

古
川
小
「
廊
 
今

七
左
衛
門
 
三
上
 
忠

治
 
工
藤

保
次
郎

鳴
海
 
筆
八
 

佐
野
己
佐
吉
 

松
田
清
四
郎
 
成
田
七

左
衛
門

黒
瀧
 
菖
作
 
の
十
三
名
な
り
 

本
寺
現
時
の
本
堂
及
附
属
建
物
は
文
化
七
年
の
建
築
に
し
て
鐘
模
門
は

享
和
三
年
弘
前
本
町
武
田
又
三
郎
一
家
の
寄
附
な
り
 

本
寺
は
慶
懸
三
年
八
月
全
部
焼
失
の
篤
め
庫
裏
は
直
に
建
築
せ
し
も
本

堂
は
明
治

七
年
に
建
築
せ
し
も
の
な
り
 

朝
月

山
昭
《
蓮
院
 

金
木
村
大
字
金
木
字
朝
日
山

二
百
五
十
九
番
地
に
あ
り
境
内
一
反
二
十

八
歩
浄
土
宗
弘
前
貞
昌

寺
の
末
等
に
し

て
開
基
は
元
縁
七
年
七
月
十
一
日

教
畢
浄
頓
法
師
に
始
ま
り
責
暦
十
三
年
正
月
十
七
日
構
経
和
尚
の
時
代
よ

り
寺
銃
を
照
蓮
社
と
構
せ
し

か
維
新
の
後
照
蓮
院
と
改
む
而
し
て
現
住
職

佐
々
木
恭
峯
に
至
る
迄
十
五
世
檀
家
五
十
六
戸
檀
家
惣
代
人
 

田
中
 
要
吉
 
中
村
 
勇
助
 
田

中
金
次
郎
 
の
三
名
な
り
 

本
寺
は
明
治
四
年
十
二
月
南
壷
寺
火
災
の
際
全
部
類
焼
し
同
三
十
年
再

築
せ
し

に
同
三
十
八
年
四
月
十
六
日
金
木
大
火
の
際
再
ひ
類
焼
に
羅
り
現

時
は
暇
建
物
な
り
 

天

理
教
金

木
宣
教

場
 

金
木
村
大
字
金
木
字
芦
野
に
あ
り
山
名
大
教
城
山
分
教
曾
に
属
す
五
所

川
原
支
教
曾
の
配
下
に
し
て
明
治
三
十
三
年
九
月
よ
り
本
村
某
の
家
屋
を

借
り
支
教
曾
を
設
置
布
教
せ
し
が
同
三
十
六
年
教
曾
を
金
木
村
大
字
金
木

字
朝
日
山
に
新
築
以
来
五
所
川
原
支
教
曾
ょ
り
教
導
職
試
補
を
派
遺
し
交

互
布
教
に
壷
さ
し
め
た
り
し
か
同
四
十
二
年
三
R
認
可
せ
ら
れ
金
木
宣
教

場
と
構
し
同
年
同
月
蒔
田
市
太
郎
檀
訓
導
に
任
命
せ
ら
れ
同
四
十
三
年
更

に
金
木
村
大
字
金
木
字
薦
野
に
宣
教
場
を
移
せ
り
蒔
田
市
太
郎
今
尚
現
職

に
在
り
信
徒
約
百
四
十
五
戸
十
柱
の
神
霊
を
法
記
せ
り
と
云
ふ
 

金

龍

1
南
」
量
寺
 

金
木
村
大
字
金
木
字
朝
日
山

百
八
十
三
番
地
に
あ
り
境
内
二
反
十
九
歩

員
宗
大
谷
派
本
願
寺
の
末
寺
に
し

て
元
縁
二
年
の
建
立
な
り
開
基
は
休
西

坊
に
し
て
現
住
職
生
玉
慈
照
に
至
る
迄
十
二
世
檀
家
百
十
七
戸
檀
家
惣
代
 

人
 高

橋
禰
左
衛
門
 
高
橋
昌
五
郎
 

高
橋
 
元
吉
 
中

谷
子
之
助
 

泉
谷
槽
之
丞
 
津
田
 

幸
吉
 
の
六
名
な
り
 

開
基
休
西
坊
は
俗
名
生
玉
角
兵
衛
と
構
す
西
京
の
士
に
し
て
教
如
上
人

の
門
弟
な
り
八
世
智
玄
に
至
り
六
篠
御
殿
御
畢
寮
の
寮
司
た
り
し
を
安
政

元
年
七
月
七
日
西
京
出
立
金
木
村
に
帰
り
宗
教
及
寺
院
維
持
上
に
専
ら
意

を
注
ぎ
本
堂
庫
裏
総
て
完
備
せ
る
に
不
幸
に
し
て
明
治
四
年
十
二
月
十
四

日
本
堂
よ
り
出
火
し
て
悉
く
焼
失
せ
り
爾
来
侵
建
物
な
り
し
を
同
十

一
年

よ
り
新
築
に
着
手
し
内
外
の
造
管
略
ぼ
成
工
し
た
る
に
同
三
十
八
年
四
月

十
六
日
再
ぴ
類
焼
に
羅
り
現
時
は
偶
建
物
な
り
 

主
月蓮
山
妙
乗

寺
 

金
木
村
大
字
金
木
字
朝
日
山
四
百
二
十
五
番
地
に
あ
り
境
内

八
畝
九
歩

日
蓮
宗
弘
前
法
立
寺
の
末
寺
に
し
て
正
徳
四
年
北
津
軽
郡
川
内
村
よ
り
本

村
に
移
り
同
年
八
月
二
十
一
日
の
建
立
な
り
開
祖
日
良
上
人
に
し

て
現
住

職
武
田
頭
浄
に
至
る
迄
十
九
世
檀
家
百
二
十
戸
檀
家
惣
代
人
 

長
内
 
亮
 

角
田
 
勇
助
 

角
田
第
次
郎
 
秋
元
 

勇
吉

鎌
田
 
岩
吉
 
山
田
 

永
吉
 
の
六
名
な
り
 

金

木
村

招
魂
碑
 

招
魂
碑
は
金
木
村
大
字
金
木
字
芦
野
の
噴
漠
た
る
地
に
あ
り
明
治
二
十

七
年
日
清
の
役
戦
死
者
の
篤
め
同
三
十
年
十
月
建
て
し
慮
の
碑
は
元
師
伊

東
海
軍
大
将
の
筆
に
し

て
同
三
十
七
八
年
日
露
殉
難
者
の
篤
め
に
建
っ
る

虞
の
碑
は
元
師
野
津
陸
軍
大
将
の
筆
な
り
毎
年
招
魂
祭
典
を
畢
行
し
て
殉

園
諸
士
の
英
霊
を
慰
む
此
地
は
我
金
木
の
北
端
を
距
る
約
五
町
に
し

て
懸

道
に
沿
ひ
地
勢
高
燥
四
面
皆
明
け
東
方
に
は
大
蔵
岳
南
方
に
は
岩
木
山
の

聾
ゆ
る
あ
り
て
眺
望
絶
佳
天
然
の
風
光
に
富
め
る
の
地
な
り
加
ふ
る
に
先

年
松
、
楼
、
数
百
株
を
移
植
せ
し
を
以
て
数
年
な
ら
す
し
て
一
層
の
風
致

を
添
ふ
へ
く
将
来
果
し
て
我
村
の
公
園
地
と
な
る
や
期
し
て
侯
っ
へ
き
な

り
芦
野
の
最
、
赤
坂
の
秋
月
、
共
に
金
木
八
景
の
ー
に
数
へ
ら
る
 

附
 
招
魂
碑
の
南
方
十
有
数
間
を
距
り
て
遺
族
の
建
て
し
戦
死
者
田
中

正
一
の
碑
、
俳
壇
の
恭
斗
た
る
芭
蕉
翁
の
碑
、
斯
道
に
名
あ
る
本
村
虎
谷

一
虎
の
碑
等
あ
り
 

戊
辰
の
役
殉
死
 

曹
弘
前
藩
士
 

羽
賀
 
多
吉

同
 
郷
 
夫
 

高
橋
久
野
助

日
清
ノ
役
殉
死
 
陸
軍
歩
兵
軍

曹
 

角
田
 
豊
吉

日
清
ノ
役
殉
死
 
同
 
一
等

卒
 
津
島
 

才
吉

同
 
同
 
一
等
卒
 

角
田
徳
太
郎

同
 
同
 
二
等

卒
 

大
橋
 
周
蔵

日
露
ノ
役
殉
死
 
同
 
曹
 

長
 
田
中
 
正
一

同
 
同
 
伍
 
長
 

角
田
 
惣
助
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同
 

同
 

同
 

同
 

同
 

同
 

同
 

同
 

同
 

《
‘
一
．
 ‘
 

！
一

《

、
 

同 同 
同 同 同 同 同 同 同 

上
等
兵
 

上
等
兵
 

伍
 
長
 

一
等
卒
 

曹
 
長
 

上
等
兵
 

軍
 
曹
 

上
等
兵
 

伍
 
長
 

白
川
 
敏
吉

櫛
引
 
兵
助

秋
元
 
良
助

前
田
 
善
六

芳
賀
武
太
郎

一
一潟
仁
」
廊

野
呂
貞
太
郎

吉
田
 
永
七

藤
元
 
豊
吉
 

賓
の
川
原
は
金
木
村
大
字

川
倉
の
匡
有
原
野
に
在
り
此
地
は
我
金
木
を

距
る
僅
に
半
里
に
し

て
ー
の
詞
堂
あ
り
享
保
年
間
よ
り
地
蔵
尊
を
安
置
し

て
之
を
祭
れ
り
例
祭
日
は
毎
年
六
月
二
十
三
四
雨
日
な
り
文
化
の
初
年
雲

祥
寺
十
四
世
太
淳
和
尚
の
時

代
に
至
り
信
向
参
拝
す
る
も
の
漸
く
多
か
り

し
と
爾
来
賓
の
川
原
の
名
四
方
に
喧
博
し
例
祭
日
の
如
き
は
今
尚
近
郷
の

人
々
は
勿
論
数
十

里
の
遠
き
を
も
厭
は
す
数
菖
の
老
和
男
女
群
集
し
て
殆

と
立
錐
の
地
な
き

を
見
る
西
南
は
藤
枝
溜
池
に
臨
み
掌
宇
を
続
ら
す
に
松

樹
を
以
て
一
匿
書
を
な
し

風
光
明
娠
愛
す
へ
き
の
地
に
し
て
金
木
八
景
の
 

ー
に
数
へ
ら
る
 

金

木
村

沿
革
 

本
村
は
明
治
十
六
年
金
木
村
外
五
ケ
村
組
合
戸
長
役
場
と
な
り
た
る
よ
 
 

り
同
二
十
二
年
に
至
る
迄
は
政
治
の
何
物
た
る
を
解
せ
さ
る
馬
め
絶
て
騒

か
し
き
こ
と
な
く
村
治
上
園
満
な
り
し
か
自
治
制
施
行
せ
ら
る
る
ゃ
俄
に

政
治
思
想
の
襲
達
す
る
所
と

な
り
大
同
改
進
の
雨
薫
に
分
れ
互
に
相
争
ひ

数
年
間
一
村
の
利
害
得
失
を
顧
み
さ
る
か
有
様
な
り
し
か
後
ち
村
民
大
に

寛
る
所
あ
り
去
る
三
十
七
年
の
頃
雨
黛
妥
協
し
て
よ
り
殆
と
其
跡
を
絶
ち

往
日
の
平
穏
に
復
せ
り
同
四
十
二
年
西
津
軽
郡
稲
垣
村
と
共
同
し

て
神
原

と
繁
田
と
の
間
に
長
さ
百
数
間
に
渉
れ
る
一
大
木
橋
を
架
設
し
名
て
榊
田

橋
と
構
す
其
他
道
路
の
改
修
を
篇
し
て
交
通
を
便
に
し
或
は
新
に
公
曾
場

を
建
設
し
て
村
民
多
数
の
集
合
に
便
な
ら
し
め
金
木
振
興
曾
を
組
織
し

て

勧
倹
貯
蓄
の
美
風
を
養
ひ
商
業
組
合
を
組
織
し

て
斯
業
の
改
良
を
計
り
善

行
者
表
彰
規
程
を
設
け

て
篤
責
の
誌
徳
を
養
成
し
園
書
縦
覧
所
を
設
置
し

て
知
識
啓
襲
精
神
修
養

の
機
開
と
な
す
又
造
林
に
開
墾
に
農
事
の
改
良
に

意
を
注
き
措
据
経
管
着

々
村
治
の
改
善
に
努
む
る
も
の
蓋
し
進
歩
襲
達
利

目
し
て
侯
っ
へ
き
の
み
 

◇
附
 

録
 

日
本
赤

十
字
社
金

木
分
厘
 

本
村
民
に
し
て
入
社
し
た
る
は
明
治
二
十
七
年
十
二
月
十
六
日
に
始
ま

り
現
時
社
員
百
十

一
名
に
し
て
其
重
な
る
氏
名
及
社
員
別
を
掲
く
れ
は
左

の
如
し
 

侃
有
功
章
 
特
別
社
員
 
津
島

源
右
衛
門
 

(29) 

特
別
社
員
 
高

橋
蒲
左
衛
門
 

修
身
正
社
員
 
三
十
四

名
 

正
 
社
 
員
 
七
十
五

名
 

愛

園
婦
人

曾
金

木
分
医
 

本
村
婦
人
に
し

て
本
曾
の
事
業
を
賛
し
入
曾
し
た
る
は
明
治
三
十
六
年

十
二
月
四
日
に
始
ま
り
現
時
曾
員
九
十
八
名
に
し
て
其
重
な
る
氏
名
及
嘱

託
せ
ら
れ
た
る
役
員
左
の
如
し
 

特
別
曾
員
 

二
等
有
功
章
 
津
島
イ
シ
子
 

三
等
有
功
章
 
津
島
タ
ネ
子

三
等
有
功
章
 
高
橋
キ
ン
子
 

三
島
有
功
章
 
大
橋
ャ
サ
子

特
別
曾
員
 
岡
本
ナ
リ

子
 

特
別
曾
員
 
生

玉
チ
ョ
ノ
子

同
 
大
橋
ト

ラ
子
 

同
 
清

野
サ
タ
子
 

高
橋
キ
ン
子
 
津
島
タ

ネ
子
 

大
橋
ャ
サ
子
 

大
橋
ト
ラ
子
 
岡

本
ナ
リ
子
 
蝦

名
タ
ケ
子
 

Aフ
 
シ
モ
子
 

監
 
事

津
島
イ
シ
子

賛
 
事

高
橋
リ
ウ
子

三
上
ヤ
ェ
子
 

高
橋
キ
ン
子
 

金
木
八
旦
示
ノ
歌
 

築
橋
の
納
涼
 

橋
の
上
に
涼
み
て
を
れ
は
金
木
川
 

月
に
釣
す
る
人
も
あ
り
け

り
 

大
倉
の
暮
雪
 

大
倉
の
桧
原
う
も
れ
て
ふ
り
積
る
 

ゆ
き
の
外
な
き
タ
く
れ
の
色
 

流
山
の
眺
望
 

沖
津
風
し
つ
け
き
春
の
あ
け
ほ

の
に
 

霞
の
奥
の
み
そ
か
島
山
 

餐
の
川
原
の
春
望
 
岩
木

根
は
は
る
か
に
か
す
み
賓
の
川
原
 

水
は
み
と
り
に
松
青
く
し
て
 

赤
坂
の
秋
月
 

飛
ふ
雁
の
数
も
よ
ま
れ
て
す
み
わ
た
る
 

赤
坂
山
の
秋
の
夜
の
月
 

大
川
の
白
帆
 

の
ほ
る
員
帆
く
た
る
片
帆
の
し
け
く
し
て
 

船
う
た
た
え
ぬ
川
の
面
か
な
 

芦
野
の
轟
 

く
れ
か
か
る
薦
野
の
原
に
駒
と
め
て
 

聞
け
は
鈴
轟
く
つ
わ
轟
鳴
く
 

松
山
の
晴
風
 

ふ
き
わ
た
る
嵐
に
松
の
霧
は
れ

て
 

な
か
め
も
あ
か
ぬ
四
方
の
山
々
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美
 

術
 

時
計
外
附
属
販
責
 

金
木
新

富
町
 

自
尊
車
修
繕
所
 

諸
園
商
人
 

 

 
自蒋

車
附
属
品
販
責
 

御
 
定
 

宿
 

金
 
木
 
寺
 
町
 

金
 
木
 
寺
 
町
 

省

像
富

員
 
山
 

形
 
利
 
作
 

松

尾
富

員
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